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巻頭言

会長　須藤　正起

　皆さんこんにちは。師走に入り、忙しくお過ごしの事と思います。記事の掲載にあたり、発行までの日数により幾分かのずれがあるため、既にホームページ等で詳細をご覧になった方もおられるかと思いますが、前号から今に至るまでの事業について、報告したいと思います。

　まず、10月に行われた同行援護従業者養成研修があり、今年度は袋井市で行いました。一部、歩行に関する実習はＪＲ袋井駅～ＪＲ浜松駅と浜松駅周辺。バスの乗降訓練は、遠鉄バスの協力を得て、バスに乗ってから降りるまでを実際に体験し、4日間という短い研修期間の中でも、研修終了後からすぐに実践で活躍していただけるように、講師をお願いした歩行訓練士の方々が懸命に指導してくださいました。我々の移動に関して、個々のニーズに合ったサービスの提供は非常に難しく、柔軟な対応という点では、今後も改善されるべき箇所等ありますが、声に出して行くことが何より大切だと考えます。皆さんも、ガイドに対しての気になる点、要望等は声に出して伝えていただきたいと思います。

　11月8日は、第5回東海ブロック盲社会人サウンドテーブルテニス大会を本県で行いました。ご承知の方もおられると思いますが、本県には視覚障害者スポーツ施設（視覚障害者が自由に使えるスポーツ施設）は有りません。今回もシズウエルの体育館と音楽室を会場に、卓球台は静岡視覚特別支援学校にお借りし、業者と役員、協力者で運搬・搬入作業を行いました。他県の設備が整っている会場の様には行きませんが、無事に事業を終える事が出来ました。

ご協力いただきました皆様に、心より御礼申し上げます。

　11月15日、ニュースポーツ普及事業も例年通り、静岡視覚特別支援学校をお借りして、ゴールボールとグラウンドゴルフを行う予定です。報告については、スポーツ担当者よりホームページ等への記事の掲載があろうかと思います。

　今年度に入り、日盲連あはき協議会より「厚生労働大臣免許保有証の交付申請」についてのご案内を、数回に亘り行って参りましたが、11月5日現在での申請依頼者数は30名程となっております。

交付申請手続きについては、引続き来年度も行って参りますので、今年度の申請に間に合わなかった方も是非、申請をお願い致します。無資格者対策の一環としてだけではなく、広く一般の方々に有資格者としての身分提示を行う事で、安心感と正しい認知を促す事が、今後のあはき施術者の職域を守る事へも繋がって行くものと思います。携帯型の免許を所持されている方、今はあはき業をされていない方も、今後の視覚障害者あはき師の基盤を強固にするため、是非、ご協力を宜しくお願い致します。

今号が発行される頃は、気温も下がって乾燥から風邪を引かれる方が増えるかと思います。体調管理には十分に気をつけてお過ごしください。

「第６１回全国盲女性研修大会　宮城県大会」に参加して

女性部長　鈴木眞喜子

　今年度の大会は、９月１日～３日まで、まだまだ東日本大震災の爪痕が残る宮城県、その中でも比較的被害が少なかった松島町の大観荘を会場に行われました。主管の宮城県をはじめ北海道・東北ブロックの会員が協力しての開催でした。

大会スローガンは

・とどけよう私たちの声を社会に

・活かしましょうみんなで暮らしの知恵と工夫

・改めましょう福祉制度の不合理を

・広めましょう全国に仲間の輪を

でした。

　大会１日目は、常任委員会、全国委員会が行われました。

　静岡県の代表者、鈴木眞喜子と東部代表者鈴木はるえさんは、２日目から参加しました。

　２日目午前は、全国代表者会議が行われました。

　平成２６年度事業報告、決算報告、平成２７年度事業計画、予算が承認されました。次に提出議題が討議されました。各ブロックからの提出議題は次のようなものです。

・賞味期限・消費期限の記載を一定の位置に統一し文字を大きくする

・弱視者のための歩行者信号の増設

・特急券の障害者割引(付添含む)適用と障害者用ＩＣカードの作成

・テレビの緊急放送の字幕と外国語の日本語字幕の音声化(東海地区)

・入院時にもホームヘルパー、ガイドヘルパーが使えるように

・視覚障害者が操作しやすい家電の開発

　以上のような要望が出され、意見交換の後承認されました。

　新城協議会長から、長年の懸案であった入院時のガイドヘルパー、ホームヘルパーの派遣について少しずつ話し合いが進んでいるというお話を聞き、粘り強く要望していくことの必要性を感じました。また、今年は弱視の要望が少しずつ増えてきたよう

な気がします。

　午後は、研修会でした。第１部は、講演会でした。講師は落語家・アナウンサーの

六華亭遊花(ろっかていゆうか)氏　演題は「東北弁とみちのく仙台寄席」でした。講

演前半は東北弁について笑いを交えながらお話してくださり、そのなかで、カ行の

「キ」パ行の「ピ」には、東北独特の発音があることをはじめて知りました。後半は、

落語で笑わせてもらいました。

　研修会第２部は、レポート発表と意見交換でした。

　今回のテーマは「食に関する失敗と工夫」です。全国９ブロックの代表がレポート

を発表し、意見交換をしました。レポーターの失敗のなかで多かったのは、砂糖と塩

を間違えるということでした。一般でもよくいわれますが、視覚障害者の場合、本人

はいつも同じ場所に置いているが、家族などが何気なく入れ替えてしまって間違えて

しまうことがあって困ったという話には考えさせられました。

　意見交換では、ものしりトークや、ＩＨクッキングヒーター、圧力鍋を便利に使っ

ているなどの意見がありました。

　研修会のようすは、鈴木はるえさんからも書いていただいていますのでご覧下さい。
　３日目は式典が行われ、その後の議事において、宣言、決議が採択されました。

　今年は、東北らしくシンプルで行き届いた心遣いに感動した大会でした。松島町周辺のいろいろなボランティア団体の協力、ホテルの従業員のさりげないサポートにも

温かさを感じました。

　今回の研修テーマ「食に関する失敗と工夫」について県内の事業で取り上げられればと思っています。

　第６２回全国盲女性研修大会は平成２８年８月２１日(日)～２３日(火)まで福岡市で行われます。

「第６１回全国盲女性研修大会　宮城県大会」に参加して

女性部東部代表者　　鈴木はるえ

　去る、9月1日から3日にかけて宮城県松島町で、第61回全国盲女性研修大会宮城県大会が開催されました。私も部長さんと参加させていただきましたが、友人の協力のお蔭で、今年は4回目にして初めて、３日間を通して大会に参加することが出来ました。

　仙台駅から仙石線で約40分、開催地の松島は日本三景の一つ。風光明美な景勝地として松尾芭蕉の俳句は余りにも有名です。会場の大観荘は、その松島湾から山手の小高い丘の上にありました。あの大震災から4年半余り。仙台の街並みからも電車の車窓からも被害の爪痕なども伺い知ることは出来ませんでした。それだけに、語り継いでいっていただかないと、1000年に1度といわれた出来事さえ、忘れられてしまうのではないかと思いました。

　さて、私は主に2日目の午後に行われました研修会について報告させて頂きます。

　まず、第1部の講演は、アナウンサーでもあり、落語家でもある、六華亭遊花(ろっ

かていゆうか)氏による、「東北弁と陸奥(みちのく)仙台寄席」をテーマに、大爆笑

しながら、東北弁による一人漫才を聞かせていただいたような講演でした。講師の六華亭(ろっかてい)という芸名には、東北6県に花を咲かせるという意味があるそう、

笑いを通して、東北弁の持つ暖かさや素朴さを、また各地の方言の良さを広める活動をしているそうです。最近、山形弁でジャズを歌う『朝倉さや』の人気が高まってい

ます。方言でこそ伝わる何かがあるのかも知れません。

　第2部は、毎年最も盛り上がる、レポート発表及び意見交換。

　今年のレポート発表のテーマは「食に関する失敗と工夫」でした。

9ブロックを代表して、9名の発表者が北から順に3名ずつ発表。3名の発表が終わる毎に助言者が、感想やアドバイス等をしながら問題のポイントを整理していきます。今年の助言者は、日盲連会長の竹下義樹氏が欠席の為に、副会長の及川清隆氏、管理栄養士の飯淵由美氏、明笑館(めいしょうかん)副館長の佐々木幸子(ささき・さちこ)氏の３名でした

東海ブロックからは、名古屋市の南沢純子さんが「見えなくなってからの台所事情」と題して鶏(とり)の照り焼きを調理していく手順に従いながら、調味料の区別の工夫や、調理上のコツ、日ごろから心掛けていること等を発表しました。

墨字が読めなくても点字が読めなくても、9名の発表者は堂々と、あるがままの体験を発表しました。食材、特に冷凍食品や缶詰等、触って判断出来ない食品の分別には苦労が多く、うっかりミスとして、砂糖と塩を間違えてしまったこと、冷蔵庫に入れておいたチュウブの塗り薬とわさびを間違えたこと、サラダのパックに載っていた保冷剤をドレッシングと間違えてしまったこと、急いだり集中していなかったときに起きてしまった火傷や、包丁でのけが、危うく火事になりそうになった鍋のかけっぱなしのこと等。また、それ故の工夫と、便利なグッヅや調理道具、失敗しない調理法等が沢山紹介されました。中に、うまく出来なかった玉子焼きが、掛って来た電話のお蔭で火を止めたことで結果、上手に出来るようになったという人も。

中途失明でも先天盲であっても、食事作りは毎日のこと。自分自身の為、家族皆が健康に暮らす為、百選練磨を重ねて来たベテラン主婦の皆さんの逞しさと賢さはすごいと思いました。食べることは生きる為の源。とても大切なことと再認識しましたが、盛りつけに関しては今回は論外だったようです。

　会場からも質問の他に、簡単レシピや買い物情報等まで出され、有意義な内に閉会となりました。

第61回全国盲青年研修大会（広島県大会）報告

青年部長　渡邉博和

　今年の全国盲青年研修大会は９月12日(土)・13日(日)に広島県福山市で開催されました。大会スローガンは「めざそう！共生社会の実現」「無くそう！情報社会のバリア」「立ち上がろう！次代を担う盲青年」でした。

１　代表者会議

　昨年度から、青年協議会の理事として活動していますが、今年初めてこの代表者会議の中で会計報告と予算書の読み上げをさせていただき、財務担当として提案させていただきました。会場から質問が出たらどうしよう、しっかり資料を読み上げることができるのかなど、いろいろと考えてしまい大変緊張しましたが、無事終えることができました。この代表者会議では、青年協議会の活動報告や今年度の予定、決算および予算について話し合われます。全国各地域で組織強化が課題となっています。青年部の活動がない団体に対しては、近隣の団体から声をかけ、地域の活性化を進めていかなければならないことを確認しました。昨年度、青年協議会からの助成を受け実施した、各県の取り組みについて紹介します。団体青年部活動助成事業として、愛媛県「カラオケを舞台で体験」、神戸市「異人館めぐり」、奈良県「iPhone個別講習会」、富山県「職業支援研修会」、千葉県「バリアフリー上映会」、東京都　「就労シンポジウム」。スポーツ助成事業として、大阪府「カッターボート」、山形県「タンデム自転車」、秋田県「ブラインドテニス」。今後、いろいろな事業を計画する時の参考にしたいです。

　閉会後、青年協議会長及び会計監査員選挙が行われました。会長選挙については、立候補者が現会長の大胡田誠さんだけでしたので、次期会長に選出されました。会計監査員については立候補者がありませんでしたので、現会計監査員の菅原さん（埼玉県）と原田さん（横浜市）が次期会計監査員として選出されました。

２　分科会

　全部で３つの分科会がありました。

（１）第一分科会：生活問題全般

　助言者として日盲連の竹下会長にご出席いただきました。全部で９個の議題が提出されましたが、似た内容の議題については、それらを合わせ意見交換をしました。２つが全国委員会に提出されました。提出された１つ目の議題は「金融機関やコンビニに設置されているATMを全て視覚障害者でも使用出来る端末に。」でした。とくに入金や払い出しなどはできても、振り込みまでできるものが少ないなど課題はまだまだあります。金融機関の窓口は平日の午後３時までと働いている者にとっては大変利用しにくいものです。ＡＴＭを利用することが多いことから会場からも賛成する声が聞かれました。２つ目は「タッチパネルの導入に際しては、視覚障害者にも使いやすいよう配慮するよう要望する。視覚障害者が安心して使えるよう、全ての家電製品に操作ボタンの点字表記と音声化を徹底していただきたい。」でした。最近の家電製品はスリム化やデザイン性を重視し、視覚障害者にとって大変使いにくいタッチパネルを採用しているものが多く発売されてきました。公共施設においても自動販売機などタッチパネルが多く見られるようになってきました。点キーを付けたり、読み上げ機能を付けたりと視覚障害者でも容易に操作できるよう要望していくことに決まりました。その他には「ネット上での本人確認の認証方式を視覚障害者でも不自由なく利用できるようにしてほしい。」などといった議題もありました。

（２）第二分科会：就労・職業問題

　助言者として、鳥取県の市川会長、日盲連あはき協議会の小川会長に出席していただきました。４つの議題が提出され、そのうち２つが全国委員会に提出されました。提出された１つ目の議題は「国家試験をはじめとする各種の資格試験において、点字や拡大文字、パソコンを使った受験等合理的配慮を受けながら受験できる環境の整備」でした。議題を提出した方が行った視覚障害者に対する各種試験のサポート調査の結果や経験談を聞くことができました。２つ目の議題は「民間企業における従業員、公務員、自営業者等働き方に関係なく視覚障害者に対し、ヒューマンアシスタント（公的負担による人的援助）を使える整備を要望する」というものでした。この件については小川会長や大胡田さんから、現状や課題について説明を受けました。

　その他の議題としては、同行援護による通勤の許可や訪問マッサージにおける視覚障害者に対する賃金格差について出されました。分科会には他県の理療科教員や小川会長に参加いただいたので、現在視覚障害者が抱える課題について多く知ることができて良かったです。

（３）第三分科会：組織強化、その他

　全部で７つの提出議題があり、とくに「全ての電子書籍が視覚障害者にもアクセス可能なものとなるよう、統一的なアクセシビリティー基準の作成を要望する」と「報道機関において、視覚障害の啓発活動（白杖・盲導犬・ロービジョン）等を積極的に行うよう要望する」について賛同する意見が多かったようです。他にも同行援護、点字毎日のデータファイル、身体障害者手帳による交通費の割引、エレベーターの音声案内といった生活に関わりが深い議題が提出されたようです。

３　研修

（１）第一研修

内容　いのちを考える　トーク＆コンサート

講師　もり いさむ　さん

　もりいさむさんはフォークシンガーとして活躍されている方です。金子みすゞの詩に深い感銘を受けて以来、約100編の詩に曲をつけ歌い続けているとのことです。1998年、金子みすゞの故郷、山口県長門仙崎に「みすゞこうぼう」（現金子みすゞ記念館）を開設されたそうです。歌がとても上手なのは言うまでもありませんが、言葉の一つ一つに暖かさや重さをすごく感じました。

（２）第二研修

内容　記念講演「視覚障害者自立運動と若者の果たす役割」

講師　藤井悟先生（元福山平成大学教授）

　過去に活躍した視覚障害者の偉人の功績について知ることができました。藤井先生の言葉の中で印象的だったのは「視覚障害者は人間＋見えない者と思っている」という言葉でした。先生は講演全体を通して、視覚障害者のことを「見えないもの」とマイナスにはとらえていませんでした。「見えないから音に敏感になれる」などとプラスにとらえていました。具体的に挙げられていた視覚障害者の偉人は塙保己一、岩橋武夫、本間和生、宮城道雄、竹下 義樹等でした。どの方も名前や功績を聞いたことがありましたが、現在の視覚障害者に及ぼしている影響については非常に感銘を受けました。本間さんが点字図書館を開いていなければ、現在の読書環境は整っていません。岩橋さんが視覚障害者の組織を作っていなければ、ここまで視覚障害者団体の活動は充実していなかったと思います。ですから今後、青年層が活動していく上で、過去の偉人の功績に目を向けることは非常に大切なことだと思いました。そしてこの講演から学んだ「大きな志を持つことの大切さ」「理想を失わないことの大切さ」を胸に、これから頑張って行きたいです。

　今年の広島県大会も充実したプログラムでした。移動に関するきめの細かいご配慮、ボランティアの皆様やホテル側との調整等、しっかりとした準備をしてくださいました。２年前の静岡大会を思い出しました。大変有意義な時間を過ごさせていただくことができました。来年度の開催地は千葉県です。以上報告します。

夜の防災体験

　　　　　　　　磐田支部　伊藤てるみ

　体験の感想を一口で言うなら「一晩経験すれば充分です」と言いたくなる避難所体験でした。

　磐田市の青年会議所が主催した防災訓練で、6月頃募集があり参加の申し込みをしました。それというのも、うちには盲導犬が居ますが、3年前の県視協コミュニティ静岡２１で聞いた東日本大震災の体験談で、盲導犬と一緒だと周りの視線が厳しく、避難所に居づらかったことを知りました。そこで地元の人に盲導犬の実態を是非知ってもらいたいと思ったのです。それが今回、勇気をだして参加を決断した理由です。

　あの体験談を聞いてからは、週１のプラスチックのゴミ出しを、300メートル離れた公民館まで、主人と盲導犬だけで持って行ってもらっています。ごみの受け取りをするお当番の人たちに全盲の人と盲導犬の存在を、間近に見て知ってもらえるからです。

　８月２９・３０日の参加者は６８人、予定の約半分ぐらいの参加だったようです。

参加してわかったのですが、宮城県で大震災が起きる5年前から行なってきた地域防災・避難所活動に携わってきた吉田亮一氏の活動を基本とした防災訓練で夜の防災訓練もその一つでした。１３時から１７時まで１５分の休憩を３回はさんで講演を聞き、体験はそれからです、雨がぱらぱら降る中、グランドで人数の確認、テント張りをひと通りすませ、体育館に戻った頃は薄暗くなっていました。灯光機が３台置いてありましたが、私の視力では人の顔が判別しにくい状態なので、ただブルーシートの上に座っていました。

　避難所ではいくつものルールの下に運営されます。中高生も大人に混ざって役割を持ち、食料を分けるときは、被災者全員に行きわたる保証がないと言うことで、まず低学年や幼稚園児、次に老人、障害者、そして一般にという順番で配られます。お茶碗一杯くらいの暖かいアルファ米とゆかりが配られました。普段なら好きでもないゆかりをかけることのない主人ですが、その日だけはおいしいと言って食べていました。

　寝るときは、体育館の中央に2メートル幅の通り道を本通りとして作り、それを中心に枝を出すように２・３枚ずつシートを敷きます。通路を作ることで。トイレ等の移動がし易く、寝ている人の間を通らなくて済むように配慮したようです。また、女性は奥に、男性は出入口に寝るように指示されました。

　男女でも、付き添いと離れると不自由な障害者や親子はどこでと訪ねたところ、「障害者の場合、基本は教室での寝起きになりますが、今回は出入り口の近くで」と言われ、トイレに行きやすい出入口付近で寝ることとなりました。

　主催者も私たちにとっても、全く予想に反して気温が低く肌寒い日だったので、床の上で肌布団1枚を巻いただけでは寒く、熟睡とはほど遠い一晩でした。

　消灯後予告なく余震発生の警告がなり、懐中電灯を持ってグランドにでました、夜の移動は訓練とはいえ暗いだけで緊張しました。参加者68名の中に、顔見知りの社協の方が参加されていて、声をかけてくださいました。そのおかげで、殆ど知り合いがいない状況の中でも、安心して最後まで過ごすことができたのでした。

　１日目の講演の中で、消防士の方が「本物の盲導犬を初めて見たが、これほどにおとなしく、そしてお利口だとは思っていなかった」と言っていました。また、一晩一緒に寝ると親しみを、感じるのか知らない方が声をかけてくださり、やはり盲導犬が声も出さずにおとなしくしていることに驚かれたようだったので、今回の参加は大成功だと思いました。

　我が家は厚手のアルミマットと、断水の時困るのでトイレ用品を購入し防災用品に加えることにしました。

事務局からのお知らせ

1. 賛助会員のご紹介

８月６日から１１月5日現在で賛助会員としてご協力を頂いている方々をご紹介いたします。多々良善哉さん、村松貴代子さん、須藤直美さん以上の3名です。
誠にありがとうございました。

2. 寄付者のご紹介

１１月5日現在で、ご寄付をいただいた方をご紹介いたします。

佐藤三四二様、鈴木眞喜子様、鈴木はるえ様、五十嵐正吾様、渡邉博和様、杉山典行様、木村正志様、以上７名です。各事業の際にご協力いただいた皆様にもお礼申し上げます。過分なご寄付誠にありがとうございました。

3. 県視協事務所の年末年始休業について

１２月２９日（火）～１月４日（月）の７日間、年末年始のため事務所をお休みとさせていただきます。会員の皆様には、ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い致します。

編集後記

　暖かかった秋が終わり、いよいよ本格的な寒さを迎えようとしています。いかがお過ごしでしょうか。早師走です。

　前号では、組織の充実や福祉推進に関する皆様からのご投稿を掲載の予定と結びましたが、今号では女性と青年の全国大会の報告記事が主になりました。もちろんこの大会報告を読んでいただくことによって、今後の組織の充実や福祉の推進に繋がっていくことは間違いありません。

　活動を進める上で思うこと、また日常生活の中でいろいろなことを体験し感じたことを、是非、原稿としてお寄せください。

　県視協の活動を通して、更に多くの人に楽しさや充実感が広がることを期待して、８９号の編集を閉じます。

伊藤定善

　郵便番号　４３８－００７８　磐田市中泉２９７５　
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